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：１９９２年７月 日本工学アカデミー広報委員会

事務局：〒１４０束京都品川区大井1-49-15

（住皮生命大井町ビル8階）
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ツト）の結果も踏まえて環境問題を中心議題に開催

したいとの説明があった。Kirunaには大きな鉄鋼山

とロケットの発射場があり６月中旬は白夜のシーズ

ンで，蚊群の襲来は７月以降なので，これらの要素

から場所と日取りを決めた理由であった。

一第12回（1996年秋）はメンバーや東欧を中心とし

たケストの増加で運営の仕方を変更せざるを得ない

かも知れないが，一応幹事アカデミーを英国とする

ことで決定した(従って日本でConvocationを主催し

なければならないのは最も早くても1998年の春とな

り現在そのような事態に備えて準備した原資は当面

他の大型プロジェクトに活用可能と考えられる｡）

－次いでＣＡＥＴＳ新入会員の資格に「一般的には

アカデミーが設立されてから５年以上経過している

こと」を条件とする事が提案され了承されているが，

この文言を規約に入れるべきかどうかについては，

米，英，豪の強い主張でこれを規約に加え次回の管

理理事会で規約改正を承認する事となった。

一ＣＡＥＴＳの各種の活動については中東欧援助，

留学生援助，フィンランドアカデミーの賞等の成り

行きについて報告があった。

－次いで会計状況について簡単な報告があり，前回

の管理理事会で議決された中東欧援助に関連して，

ＣＡＥＴＳメンバー各国の技術援助のシステムや連

絡先を紹介した冊子が編集最終段階になったが（日

本の分については桜井が調査協力した），これの頒

布費用（主として送料）を各アカデミー２００ドルづ

つ拠出して欲しいとの要請あり，了承された。

一次に追加議題として本年６月開催のＵＮＣＥＤ

(地球サミット)への対応，特にＷＦＥＯ(TheWorld

FederationofEngineeringOrganizations）を中

心として提唱されているTheWorldEngineering

PartnershipforSustainableDevelopmentとその

StrategicＰｌａｎ（資料当日配布）に参加したり，積

極的に後援したりするかについて激論があったが，

ＣＡ

ＩＦ，

一ＣＡＥＴＳの管理理事会はConvocationが終了し

た翌日５月２３日にデンマーク工業連盟（Federation

ofDanishIndustries）の会議室で開催された。日

本のアカデミーとしては２回目の管理理事会であっ

たが，向坊会長の他，中川副会長と桜井が出席した。

（前回は末松理事が日本工学アカデミー代表として

出席。）

一会議はデンマークのRasmussen会長を議長として

開会，議事次第，前回議事録を承認した後，英国の

アカデミーの呼称が７月１日にFelloWshipから

RoyalAcademyに改称されるとの報告を受け了承し

た。

一次いでConvocationの計画について先ずデンマー

クの代表から今回のConvocationについて最高１５０

人迄の参加で準備したが128人の参加で順当な数で

あったが，度重なる要請にも拘らず，ドイツとオラ

ンダの参加がなかったことが残念だったこと，会議

の存在と議論の内容はＰＲしたいが，Convocation

としての統一した主張が出来るわけでもないので，

会議の紹介にとどめた発表をしたとの報告あり一同

了承した。またプログラムの編成に当たり講演者に

主催者の意図を正しく伝えることが大切な事が判っ

たとの反省の弁があった。（ニュース26号（前号）

Convocationの報告御参照）

ーこの報告の後，今後のConvocationの運営方法に

ついて各国代表から活発な意見の交換があり，１０回

と11回は今回同様でやるが，１２回以降については更

に管理理事会で議論を進める事になった。

－第10回，スイスでのConvocationについては，Luc

Tissot準備委員長から準備が順調に進行している旨

説明があったが，詳細はニュース本号の関係記事を

御参照頂きたい。

一第11回スウェーデンのConvocationについては，

1995年の６月中旬に北緯68.のKirunaの近くで本年

６月のリオデジャネイロでのＵＮＣＥＤ（地球サミ



提言の内容がＣＡＥＴＳの場で議論されていないば

かりでなく今ＣＡＥＴＳとして動き出す時ではない

との慎重論が取り入れられ，ＣＡＥＴＳとしてはＵ

ＮＣＥＤにObserverとして登録はしたがこのような

動きは評価はするが積極的にある特定の立場を取る

ことはしないとの結論になった。

一またＵＮＥＳＣＯの担当部長から来年６月23日か

ら25日迄開催予定の工学部長と産業界の指導者の国

際会議に諮問委員等として協力して欲しいとの要請

があったがこれについては更にＵＮＥＳＣＯ側の企

画を詳細に聞いてから決めることになった。

－最後に次期ＣＡＥＴＳ会長にスイスのLucTissot

氏，副会長にスウェーデンのHansForsberg氏を選

出し，次回管理理事会を来年(1993年）１月８日（金）

にアメリカNeWprotBeach（ロスアンゼルス郊外)で

開催する事を決定して閉会した。（文責桜井宏）

第10回CAETSConvocation準備Workshop

一第９回Convocationの前日５月１９日にスイスアカ

デミーの主催で首記第10回Convocationのプログラ

ム作りのためのWorkshopが開催された。日本からは

昨年から本件を担当して居られた井口会員が所用で

出席出来なかったので桜井が代理参加した。

一Tissot氏は次回のConvocationのテーマはTrans-

portationであるが,単に輸送問題について意見を交

換するばかりでなく，技術者の新しいパラダイムを

築く事に寄与したいとの意向を表明し，技術ばかり

でなく経済や環境も加えた広い見地から短期的，長

期的に何が出来るかの結論にもって行ける様な会議

にしたいとの基本方針の提示があった。

一次いでプログラムの詳細についての討論に入りス

イスアカデミー提案の原案に若干の変更（中には相

当本質的なものもあった）を加えて承認したが，出

席者一同，ＵＮＣＥＤ（地球サミット）の

結果によって若干の修正ある事で諒解して

いる。

一プログラムは

第１セッション世界の現状と進歩

１）輸送の社会への貢献と生活や仕事の要素と

しての輸送

２）輸送と環境

３）発展途上国の交通開発

第Ⅱセッション将来の技術

４）航空

５）道路

６）鉄道

７）海上（水上）輸送

８）異種輸送モードの組合せ

第Ⅲセッション経済と輸送

９）輸送の真のコストと価格政策の影響

(2)

１０）中期的戦略

１１）長期的戦略

第Ⅳセッション戦略と結論

１２）会議のコンセンサス

１３）討論

ということで合意した。

一講演者は11の項目について13人程度を用意し，誰

に何を依頼するかについては，スイスのアカデミー

で下準備をした後６月末迄に各メンバーに協力を要

請，各メンバーは講演者名の案と，先方から示唆さ

れている各題目についての内容のうち何を中心に論

ずるかを９月中旬迄に回答する事になっている。

一Convocationは９月１４日（火）の夕方のreception

から始まり，１５日と１６日で第１，Ⅱ，Ⅲセッション

を完了，１７日（金）は午前中を休みとして，この間

にRapporteurを中心に午後の結論を用意する（この

間に管理理事会を開く事をWorkshopから提案，２３日

の管理理事会で確定した。）１７日（金）の午後に第

Ⅳセッションを開き，１８日（土）は見学会で，提案

されているスイス縦断新高速鉄道トンネル予定地を

現鉄道とバスで往復するツアーが予定されている。

追記

第10回Convocationに対する日本工学アカデミー

としての対応は地球環境専門部会（部会長清山哲郎

会員）交通運輸対策第４ワーキンググループ（主査

井口雅一会員）で対応する事になって居り既に上記

スイスアカデミーよりの要請も受領し準備を進めて

いる。

（文責桜井宏）
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を支えるエネルギー源となったのが，時間をかけて

大変おいしそうに飲まれるレモンの皮の薄切り入り

のウィスキーの水割りだった。今後とも適量の水割

りを飲まれながら我々の行く道をお示し戴きたいと

お 願 い し て 追 悼 の 文 と す る 。 合掌

『

森田正俊さんを偲ぶ トヨタ自動車株式会社隈部英

(日本工学アカデミー会員）

日本工学アカデミーの会議に

参加中の故森田理事

日
場
講

時：平成４年７月１０日（金）

所：弘済会館

師：石弘之氏

朝日新聞社編集委員

わが国で「産学官協同研究」とか，「人脈作り」

の重要性が叫ばれ出してから久しいが，此等につい

て自ら常に先頭に立ち，我々を導いて下さったのが

森田さんだった。森田さんは，トヨタ自動車，豊田

中央研究所の業務が大変お忙しかった中でも，社外

の諸団体活動にも積極的に参加しておられた。日本

工学アカデミー会員・理事。学術振興会の諸委員へ

の参加，自動車工業会，各官庁委員会での諸活動，

自動車技術会会長，日本ファインセラミックスセン

ターの創設等々枚挙に暇がない。特に本アカデミー

理事会には都合のつく限り熱心に出席され，良い御

意見を出して居られた。又筆者にとっては森田さん

のお伴をして，米国・ヨーロッパの諸研究団地巡り

をし，ＦＩＳＩＴＡ＝国際自動車技術者連盟＝国際

会議に何度か参加して，その都度，例の「とつとつ」

とした話し方で何時の間にか得るべき情報はしっか

り聞き出し，同時に人脈を確保される様を見て，大

変勉強させて戴いた事が想い出される。そしてそれ

『

講演会一第44回談話サロン「ブラジルでの地球サミットに参加して」

本年６月末に世界の多くの国々のトップリーダー

が集まって，ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで開

催された国連環境開発会議について，現地で会議に

参加され取材された講師よりその開催までの背景，

(3)

会議の結果，日本に対する影響，今後の展開の予定

等について，講師の環境問題に対する深い知識とベ

テランジャーナリストとしての卓越した観察に基づ

いて，非常に興味深い話があった。

更に講演の最後の部分で，スライドで紹介された

世界各地，特に発展途上国に於ける環境劣化の実態

は，出席各員各位が地球環境問題を考えるに際して

非常に参考となるものであった｡

また，講師の環境問題についての率直なご意見も，

オフレコとして述べられ出席会員との討論も核心を

衝いたものが多く，極めて有益であった。

当日は本講演会を企画された，地球環境専門部会

の第１ワーキンググープ（温室効果ガス対策，主査

清山会員）の会合に連続して同じ会場で行われた関

係もあって，出席会員も６１名と多く極めて盛会であ

った。

（文責桜井宏）



講演会「フロン問題解決のための今後のシナリオ」

日時：平成４年６月１７日（水）１４：００

場所：九州産業技術センター会議室

講師：内野哲也氏

日本工学アカデミー理事

旭硝子株式会社常務取締役開発本部長

主催：日本工学アカデミー地球環境専門部会，九

州産業技術センター

地球環境専門部会では九州産業技術センターと共

催で，去る６月１７日福岡市で「フロン問題解決のた

めの今後のシナリオ」と題して，内野哲也会員によ

る講演会を開催した。主題についての，日本での最

講演：内野哲也氏

談話サロン開催予定

第45回談話サロン（九州地区懇話会）

日時平成４年10月９日（金）

場所福岡市中央区天神ガーデンパレス

講師生井武文会員（東亜大学学長）

テーマ 「これからの工学と工業」

講演会一第46回談話サロン

日時平成４年９月１６日（水）

場所東京・弘済会館千代田区麹町5-1

講師井上英夫氏（工業技術院機械技術 研

究所生産システム部長）

演題「エコファクトリー」（仮題）

(4)

高の権威の一人である内野会員の話という事で会場

は満員で講演会の質疑応答も活発で盛会であった。

内野会員はフロンガスによるオゾン層破壊を防ぐ

ための代替品の開発を中心に問題全般を分かりやす

く説明され，アカデミー会員８名を含む50名近い出

席者に多大の感銘を与えた。

この様な地方でのアカデミー行事は地方在住の会

員がアカデミーの活動に直接参加する機会でもあり！

又地方の関係者にアカデミーの存在をＰＲするのに

も良いと思い企画したものである。

（文責清山哲郎 ）

司会：清山哲郎氏

；
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講演会一第47回談話サロン

日時平成４年９月２５日（金）

場所東京・弘済会館千代田区麹町5-1

講師Ｄｒ・JulianSzekely（米国MIT教授）

演題“SomeThoughtsonUS.－Ｊａｐａｎｅｓｅ

ＲｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｉｎＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，

IssuesinResearch，Competitive-

nessandEducation',（講演は日本

語で行われます）

掠画、

〆ｑＩ
』
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国際会議のご案内一第３回米国技術経営国際フォーラム（ロスアンゼルス）

1992年10月１１－１４日に第８回米国技術経営国際フ

オーラムがロスアンゼルスで開催され，広く日本の

産業界の方々の参加案内が参っております。この国

際フォーラムは，アメリカのPepperdine大学技術経

営学部の主催でありますが，ＪＥＴＲＯも後援して

おり，昨年第２回国際フォーラムが欧州でも成功裡

に開催されております。

本件については，日米の科学技術交流と経済摩擦

の解消，日米間の相互理解を深めるために大変重要

であり，植之原本アカデミー国際委員長が基調講演

をされることになりました。本年７月から米国スタ

新人 会 員の紹介

第１分野

第２分野

第３分野

杉 浦英男

市原博

杉野昇

(辻内

(川崎

岸本

平 井

順平）

雅弘）

昭

敏雄

山 下晋三

第４ 分 野 伊 藤単

（石井吉徳）

㈱山種産業常勤監査役

国際電信電話㈱代表取

締役社長

㈱三菱総合研究所常務

取締役

第６分野再掲

第７分野再掲

東洋製継㈱専務取締役

東北大学教授（金属材

料研究所）

京都工芸繊維大学名誉

教授，関西ゴム技術研

究所長

埼玉大学教授

第５分野再掲

外国アカデミー等出版物リスト

ンフォード大学客員教授の児玉文雄先生（本アカデ

ミー会員）もテクニカル。セッション（座長，依田

本アカデミー国際委員）に出席される予定です◎

本フォーラムプログラム等詳細については本フォ

ーラムの企画に参画して居られる依田直也会員迄直

接お問い合わせ下さい。連絡先は
÷

株式会社東レ経営研究所

代表取締役社長依田直也

〒279浦安市美浜1-8-1

ＴｅｌＯ４７３－５０－６１４６

ＦａｘＯ４７３－５0-6083

第５分野

第６分野

第７分野

岡田恒男東京大学生産技術研究

所所長・教授

瀧山養

松本順一郎日本大学教授

石井吉徳東京大学教授（資源開

発工学科）

久能一郎東洋鋼飯㈱代表取締役

社長

(平井敏雄）第３分野再掲

古野知祐三菱マテリアルシリコ

ン㈱代表取締役社長

辻内順平千葉大学教授

川崎雅弘新技術事業団専務理 事

(杉浦英男）第１,分野再掲

( 杉 野 昇 ） 第 ２ 分 野 再 掲

（計15名）

以下のリストは事務局に届いている外国の工学アカデミー等の出版物です。御覧になりたい方は事務局まで

お申し出下さい。

Ａ応馳”boo席１９９１．AustralianAcademyofTechnologicalSciencesandEngineeringEd.,Brown

PriorAndersonPtyLtd.，１９９１．１１３ｐｐ．

Ａｚ鰯ZWz如刀Ｃｂ”e”ye刀ｅｓｓ－恥ｅ耐”/ＲｏＩｅｑｆ産cﾉz刀oIog〕ﾉ．Proceedingsofthel991Invitation

Symposium，AustralianAcademyofTechnologicalScienceandEngineering，October１５，１６＆２４，

１９９１．Camberra＆Sydney,BrownPriorAndersonPtyLtd.，１９９１．２５３ｐｐ．
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Reo7je"”"o刀ｏ､ｆｒﾉZeRese”cﾉzCtzpa6i肋ﾉＱ/ＷｚｅＦｂﾉ7”er,SmolﾉｊｅｒＵ"Iio7z-ARepoﾉ･ｒｌｆｏｒﾉzeAssjsm7”

ｒｏ鋤ｅ分e“e”./ｂｒＳｃだ〃ｃｅａｊＩｚａＴｅｃｈ"oﾉo副ﾉ．ResultsofaWorkshoponMarch3，1992．Washington，
ＤＣ.,NationalAcademyPress１９９２．２７ｐｐ．

C7℃”召o””rlgch刀oわ幻ノj乃Yz刀唯７"ｒｏＥ肋"加αｵｅＯｚｏ刀e-Dep/e跡zgIS‘"bs”"ces、ReportontheInte好

nationalWolkshoponTechnologyTransfertoEliminateOzone-DepletingChemicals，April22－２５，

１９９１，Califomia・Washington,，.Ｃ,NationalAcademyPress，１９９２．９５ｐｐ．

Ｅ刀g加ee7加ｇａｓａＩＳ，oc”ＩＥ刀”汐油e，Sladovich》Ｈ､Ｅ・Ｅｄ・Washington，，.Ｃ､，NationalAcademy]Press’

１９９１．ｌｌ３Ｐｐ．

E刀”o7z7"e刀麺JCo7zceﾉ７２８－４〃〃zjfeﾉ捨伽”I加αﾉﾂﾉExe/℃jSe・Hansen，』．Ａa・Ｅｄ.（Septemberl7-20

1990)．Denmark,LondonandNewYork,ElsevierAppliedScience，ｌ９９１２９７ｐｐ．

Ｚ７ｚｅＧｏｙｅﾉ”瓶e〃ｒＲｏＪｅ加α1ﾉ"〃7ｚ亜cﾉz7zoﾉｏｇｙ－Ｂ"j脇加ｇａｊＷｗ４〃jZz刀Ｃｅ・Washington,，.Ｃ､，National

AcademyPress，１９９２．ｌ６５ｐｐ．
一
『

HZzﾉ”e‘9s加ｇＥ７ｚ叙刀ee7加ｇα”Ｔｅc"７２o/og〕ﾉJ/bﾉ･ＥＣＯ/zo77ziicGﾉ℃wjfルーＯｐｅ"加ｇｒ/ｚｅＤｊｉａﾉogzjgBerwee〃ｒ〃ｅ

Ｅ"g加eeﾉｶｚｇＣｂ刀”zj"がｊｅｓｏﾉｵﾉｚｅＥａ師α”1ﾂ|/gsr・SummaryReportofConferenceHeldinBudapest，
Hungary4-6June，１９９１．ＣＡＥＴＳ，１９９１．２９ｐｐ．

HZgﾉﾘzZ1gcﾉz7zoわg〕ﾉ加洗7zkz7mII99Z，Rautsara,Ａ､＆Ｐ､Ryti瞳Eds、TheFinnishAcademyofTech‐
nology，１９９０．１２８ｐｐ．

PeopIeα”たcﾉZ刀oﾉOgy加ir"ｅリl/orkpkzce・NAE/NRC,Washington,ＤＣ.,NationalAcademyPress，
１９９１．３２３ｐｐ．

Bjoc"e諏ｃａＩＥ刀g加e〃加９．わ72001．Furusaki，Ｓ､’１．Ｅｎｄｏ＆Ｒ・Matuno，Eds，ProceedillgsofAsia‐

PacificBiochemicalEngineeringConferencel992，Ａｐｒｉｌｌ２－１５，１９９２，Yokohama・Sprmger-Verlag，

１９９２．８４７ｐｐ．

■屋電

Tecﾉz7zoわｇｙ＆ＥＣＯ"o”“PaperscommemoratingRalphLandau，sservicetotheNationalAcademy
ofEngineering、Washington,，.Ｃ､，NationalAcademyPress，１９９１．ｌ２８ｐｐ．

Ｗｏ"ze刀加,Scje"Ｃｅα刀aE7zg加eeﾉ･加9.．ルz〃easz"ｇｍｅ〃Ｍ"7zbe恋加娩ＧＩ”０８．NationalResearch

Council，ｓＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｎＷｏｍｅｎｉｎＳｃｉｅｎｃｅａｎｄＥngineeringEd・Washington,，.Ｃ，NationalAcademy
Press，１９９１．１５２ｐｐ．

〔ニューズレター・年報＞

Ａ耐Fbc"ｓ（AustralianAcademyofTechnologicalSciencesandEngineeringNewsletter)．No.７０，

Jan./Feb.（1992)．

Ａ”（DanishAcademyofTechnicalSciences)AnnualReportl991/9２

B邸＃脇蝿α“α”ﾉＥ〃g加eer蝿Rese〃cA1Fba紙（Newsletter)．０ct.（1990)一Jan.（１９９１),London．
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本年４月，傍島事務局長からバトンタッチし

て，この事務局に赴,任して３ヵ月が過ぎました。

白濁とした中にも，仕事の全容が徐々に明るみに

でてくるにつれて，前任者の５年間における基礎

づくりのご苦労と卓越した能力をしみじみと感じ

ております。と同時に敷かれた軌道に乗せて，今

後，当アカデミーをますます発展’充実させてい

くよう尽力しなければならない責任を痛感してい

ます。

先頃，会員から有意義なご意見が寄せられ

ました。さっそく関係のある専門部会へ内容をご

連絡致しました◎これからも会の運営，事業の内

容等，お気付きのことがありましたら，事務局を

プリズムの屈折点として忌悼なく，お考えやご意

見を頂ければ幸甚です。

ニュース第27号をお届け致します。本号には，

国際活動関係が多くなりました。これからも，皆

様のお役に立つニュースになるよう，スタッフー

同頑張る所存です。

（編集子）

巨艦伽鷲e搬謡芳郷伽

森田正俊会員

‐
０

雲
（

日本工学アカデミー理事

株式会社豊田中央研究所常勤監査役

編集後記

００）

謹んでご冥福をお祈りいたします。

平成４年７月16日逝去享年74歳 編噂、




